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Ｃool E
arth

を
目
指
し
て
│
│

地
球
温
暖
化
対
策
が
急
が
れ

る
な
か
、「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
」
が
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。

　地球環境

ＣＣＳ（ＣＯ２回収・貯留）
技術の可能性
村井重夫 

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
（C

arbon dioxide C
ap-

ture and Storage

＝
Ｃ
Ｏ
２

回
収
・

貯
留
）
と
は
、
化
石
燃
料
を
燃
や
し

た
際
に
発
生
す
る
排
ガ
ス
中
か
ら
Ｃ

Ｏ
２

を
取
り
出
し
、
地
中
な
ど
に
閉

じ
込
め
よ
う
と
い
う
も
の
。
九
〇
年

代
初
頭
か
ら
先
進
諸
国
が
研
究
を
進

め
、
二
〇
〇
七
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四

次
報
告
書
や
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
サ
ミ

ッ
ト
で
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
有
効
策
と

し
て
提
唱
さ
れ
た
。
さ
ら
に
〇
八
年

の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、「
二
〇
一 

〇
年
に
大
規
模
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
し
、
二
〇
二
〇
年
頃
に
本
格

実
用
化
を
目
指
す
」
こ
と
で
各
国
首

脳
が
合
意
し
、
一
躍
注
目
を
集
め
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
分
離
回
収
工
程
と
、
貯

留
工
程
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
分
離

回
収
技
術
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｏ
２

を
吸

収
し
や
す
い
液
体
を
用
い
る
「
吸
収

法
」、
Ｃ
Ｏ
２

が
透
過
し
や
す
い
膜
を

用
い
る
「
膜
分
離
法
」、
Ｃ
Ｏ
２

を
固

体
表
面
に
吸
着
さ
せ
る
「
吸
着
法
」

な
ど
が
あ
り
、
各
国
が
開
発
に
し
の

ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
日
本

は
先
端
を
走
っ
て
お
り
、
関
西
電
力

な
ど
が
開
発
し
た
化
学
吸
収
液
「
Ｋ

Ｓ‒

１
」
は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
吸

収
性
能
を
誇
り
、
既
に
国
内
外
の
尿

素
プ
ラ
ン
ト
を
中
心
に
受
注
実
績
を

増
や
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
の
貯
留
方
法
と
し
て
は
、
地

下
深
部
に
あ
る
帯
水
層
（
貯
留
に
適

し
た
砂
岩
層
）
内
に
圧
入
し
た
り
、

老
朽
油
田
や
天
然
ガ
ス
田
に
貯
留
す

る
「
地
中
貯
留
」
の
ほ
か
、
石
炭
層

に
注
入
し
メ
タ
ン
を
回
収
す
る
「
炭

層
固
定
」
や
、
深
さ
二
千
ｍ
ほ
ど
の

深
海
に
溶
か
し
込
む
「
海
洋
隔
離
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（財）地球環境産業技術研究機構 
ＣＯ２貯留研究グループリーダー 主席研究員

CO2回収・貯留の概念

出典：RITE
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一
六
〇
九
年
、
イ
タ
リ
ア
の
科

学
者
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ

は
、
望
遠
鏡
を
天
空
に
向
け
、
宇
宙

へ
の
扉
を
開
い
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
望
遠
鏡
が
発
明
さ

れ
た
の
は
一
六
〇
八
年
。
オ
ラ
ン
ダ

の
眼
鏡
職
人
が
、
レ
ン
ズ
を
重
ね
る

と
遠
く
の
も
の
が
大
き
く
見
え
る
こ

と
に
気
づ
き
、
特
許
申
請
を
行
っ
た

の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
結
局
こ

の
申
請
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し

い
が
、
望
遠
鏡
の
噂
は
、
瞬
く
間
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ
た
。

　

当
時
ガ
リ
レ
オ
は
、
か
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
以
来
、
絶
対
視
さ
れ
て
き

た
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
疑
問
を
抱
き
、

教
職
を
辞
し
て
独
学
で
物
理
や
数
学

を
研
究
し
て
い
た
。
ピ
サ
の
斜
塔
で

重
さ
の
異
な
る
球
体
の
落
下
実
験
を

行
っ
た
と
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
頃
の

こ
と
だ
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
唱
え
る

地
動
説
に
も
密
か
に
共
感
し
て
い
た

が
、
証
明
す
る
手
段
が
な
い
の
が
悩

み
の
種
だ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
と
き
望
遠
鏡
の

噂
を
聞
い
た
ガ
リ
レ
オ
は
、
わ
ず
か

一
晩
で
自
前
の
望
遠
鏡
を
製
作
。
さ

ら
に
百
個
以
上
も
の
試
作
を
重
ね
た

末
、
完
成
し
た
望
遠
鏡
を
空
に
向
け

る
と
、
そ
こ
に
は
驚
く
べ
き
世
界
が

広
が
っ
て
い
た
。

　天文

子午線の街から――
2009年、
世界天文年に寄せて
井上 毅 明石市立天文科学館学芸員

　

こ
の
う
ち
Ｅ
Ｏ
Ｒ
（E

nhanced 

O
il R
ecovery

＝
石
油
増
進
回
収
）

と
呼
ば
れ
る
老
朽
油
田
を
利
用
す
る

方
法
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
Ｃ
Ｏ
２

を
注
入
す
る
こ
と
で
原
油
が
採
掘
し

や
す
く
な
り
、
一
〇
〜
一
五
％
程
度

増
産
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
い
わ
ば
一
石
二
鳥
の
技
術
の
た

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
ち
や

す
く
、
既
に
カ
ナ
ダ
な
ど
で
商
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
だ
。
た
だ
貯

留
可
能
量
は
、
油
田
・
ガ
ス
田
を
合

わ
せ
て
も
世
界
で
最
大
九
千
億
ｔ
程

型
）
の
技
術
。
Ｅ
Ｏ
Ｒ
の

よ
う
な
例
外
を
除
き
、
導

入
す
る
こ
と
で
利
益
を
生

む
わ
け
で
な
く
、
む
し
ろ

二
〇
〜
八
〇
％
も
追
加
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
そ
れ
だ

け
に
低
コ
ス
ト
化
は
必
須

だ
が
、
現
在
の
回
収
・
貯

留
コ
ス
ト
は
Ｃ
Ｏ
２ 

一
ｔ

当
た
り
七
千
円
〜
一
万
五

千
円
。
こ
れ
が
半
分
程
度

に
な
ら
な
い
限
り
、
導
入

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
働
き
に
く
い
。

　

た
だ
逆
に
言
う
と
、
コ
ス
ト
面
の

見
通
し
さ
え
つ
け
ば
一
気
に
実
用
化

が
進
む
可
能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

分
離
回
収
技
術
は
低
コ
ス
ト
化
以
外
、

ほ
ぼ
目
処
が
立
っ
て
い
る
し
、
貯
留

技
術
に
し
て
も
、
現
在
世
界
中
で
行

わ
れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
の
地
下
貯
蔵

技
術
を
応
用
で
き
る
。
貯
留
に
適
し

た
地
層
の
選
定
や
安
全
評
価
手
法
の

確
立
、
実
用
化
を
に
ら
ん
だ
大
規
模

実
証
試
験
な
ど
、
他
に
も
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
必

要
な
技
術
は
特
に
な
い
か
ら
だ
。

　

今
、
世
界
は
化
石
燃
料
消
費
型

の
社
会
を
脱
し
、
低
炭
素
型
社
会

へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ

Ｓ
は
こ
の
間
を
つ
な
ぐ
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
も
あ
る
。
移

行
期
を
円
滑
に
乗
り
切
り
、「C

ool 

E
arth

」
を
次
代
に
渡
す
た
め
に
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
早
期
実
用
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

度
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
帯
水
層

貯
留
の
場
合
は
最
大
約
十
兆
ｔ
。
こ

れ
は
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
実
に

三
百
八
十
九
年
分
に
あ
た
り
、
各
国

と
も
帯
水
層
貯
留
を
Ｃ
Ｏ
２

貯
留
の

主
役
と
位
置
づ
け
、
実
用
化
に
向
け

た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

日
本
で
も
、
財
団
法
人 

地
球
環

境
産
業
技
術
研
究
機
構（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）

が
新
潟
県
長
岡
市
で
実
証
試
験
を
実

施
。
〇
三
〜
〇
五
年
に
か
け
、
約
一 

万
ｔ
を
圧
入
し
た
と
こ
ろ
、
予
定
ど

お
り
地
下
千
百
ｍ
の
帯
水
層
に
貯
留

で
き
、
そ
の
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

も
安
定
し
た
挙
動
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
圧
入
中
の
〇
四
年
十
月
に
新
潟

県
中
越
地
震
が
発
生
し
た
が
、
Ｃ
Ｏ
２

の
漏
洩
も
な
く
、
安
全
性
が
確
認
さ

れ
た
。

　

こ
う
し
た
成
果
を
得
て
、
日
本
で

は
〇
八
年
、
日
本
Ｃ
Ｃ
Ｓ
調
査
会
社

を
設
立
す
る
な
ど
体
制
整
備
を
進
め

て
お
り
、
ま
た
国
際
的
に
も
Ｅ
Ｕ
な

ど
が
法
的
枠
組
み
づ
く
り
を
急
い
で

い
る
。

　

と
は
い
え
「
二
〇
二
〇
年
に
本
格

実
用
化
」
と
い
う
目
標
が
実
現
可
能

か
と
い
え
ば
、
決
し
て
楽
観
は
で
き

な
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
い
わ
ば
エ
ン
ド
・

オ
ブ
・
パ
イ
プ
型
（
最
終
工
程
処
理

　

ま
ず
初
め
に
観
測
し
た
月
は
、
そ

れ
ま
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
滑

ら
か
な
球
体
で
は
な
く
、
表
面
に
は

地
球
と
同
じ
よ
う
に
凹
凸
が
あ
っ
た
。

天
の
川
が
無
数
の
星
の
集
団
で
あ
る

こ
と
、
木
星
の
周
り
に
四
つ
の
衛
星

が
あ
る
こ
と
、
土
星
の
周
り
に
は
環

が
あ
る
こ
と
（
ガ
リ
レ
オ
は
こ
れ
を

「
土
星
の
耳
」
と
呼
ん
だ
）
も
わ
か
っ

た
。
ま
た
金
星
が
満
ち
欠
け
す
る
様

子
か
ら
、
惑
星
が
太
陽
を
中
心
に
公

転
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　

以
来
四
百
年
。
ガ
リ
レ
オ
の
発
見

の
正
し
さ
は
、
そ
の
後
の
科
学
技
術

が
証
明
し
た
が
、
宇
宙
は
ま
だ
多
く

の
謎
に
満
ち
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の

節
目
の
年
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
中

の
人
々
が
空
を
見
上
げ
、
自
分
な
り

の
発
見
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
「
世

界
天
文
年
」
だ
。
国
連
、
ユ
ネ
ス
コ
、

国
際
天
文
学
連
合
が
提
唱
し
、
百
三

十
六
の
国
と
地
域
が
参
加
。
さ
ま
ざ

ま
な
観
測
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

が
企
画
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
日
本

委
員
会
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
例
え
ば
「
め
ざ
せ
一
千
万
人
！ 

ガリレオの望遠鏡
（レプリカ；明石市立天文科学館所蔵）

む
ら
い　

し
げ
お

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
２

貯
留
研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

一
九
四
三
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大

学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
住
友

電
工
を
経
て
二
〇
〇
一
年
よ
り
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
で
研

究
を
続
け
、
長
岡
市
で
の
実
証
試
験
な
ど
を

担
当
。
ま
た
経
済
産
業
省「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
研
究
会
」

委
員
と
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
推
進
に
あ
た
っ
て
の
課

題
と
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
、
日
本
の
Ｃ
Ｃ

Ｓ
研
究
を
現
場
で
支
え
る
。

http://w
w
w
.rite.or.jp/Japanese/

labo/choryu/choryu-fram
e.htm

l

CO2分離回収（関西電力南港発電所）

プラネタリウムと銀河

貯蔵タンク

輸送ローリー

ポンプ

気化器（ヒータ）
制御室

圧入井

CO2地中貯留（新潟県長岡市のRITE岩野原実証試験サイト）
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み
ん
な
で
星
を
見
よ
う
！
」
は
、
星

を
見
た
日
時
、
場
所
、
感
想
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
し
、
一
年
間

の
観
測
者
数
一
千
万
人
を
目
指
そ
う

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
も
ち
ろ
ん

肉
眼
で
の
観
測
で
も
い
い
し
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
観
賞
で
も
い
い
。
と
に

か
く
少
し
で
も
多
く
の
人
が
空
を
見

上
げ
、
自
分
た
ち
の
住
み
か
で
あ
る

宇
宙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
う
。

　

し
か
も
二
〇
〇
九
年
は
、
天
文
現

象
の
「
当
た
り
年
」
で
も
あ
る
。
そ

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
何
と
い
っ
て
も
七

月
二
十
二
日
の
日

食
。
皆
既
日
食
が

見
ら
れ
る
の
は
奄

美
大
島
、
屋
久
島

な
ど
一
部
の
地
域

だ
が
、
関
西
で
も

五
十
一
年
ぶ
り
に
、

太
陽
が
八
割
以
上

欠
け
た
部
分
日
食

を
観
測
で
き
る
。

　

ま
た
夏
に
は
、

土
星
の
環
が
消
え

る
と
い
う
不
思
議

な
現
象
も
起
き
る
。

土
星
の
環
は
非
常

に
薄
い
た
め
、
十

ど
の
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
「
子
午
線
の

街
」
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

昨
年
来
の
世
界
同
時
不
況
で
、
巷

で
は
連
日
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
下

ば
か
り
向
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。

と
き
に
は
空
を
見
上
げ
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
難
し
い
こ
と
な
ど
わ
か

ら
な
く
て
も
、「
見
た
い
、知
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
空
に

は
最
高
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
広
が
っ
て

い
る
。
世
界
天
文
年
を
機
に
、
あ
な

た
も
宇
宙
の
謎
に
想
い
を
馳
せ
て
み

て
ほ
し
い
。

題字　森　詳介（関西電力株式会社取締役社長）
『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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う
ら
ら
か
に
晴
れ
た
月
曜
日
、
創
刊
号
で
訪
ね
た
蹴
上
発
電
所
に
ほ

ど
近
い
京
都
・
東
山
の
地
に
、
佐
伯
啓
思
さ
ん
、
工
藤
拓
毅
さ
ん
、
藤

沢
久
美
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
今
回
の
「
鼎
談
」
で
は
、
世
界

的
な
経
済
危
機
の
な
か
で
持
続
的
発
展
に
向
け
た
新
し
い
世
界
の
方
向

性
と
日
本
の
進
路
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
経
済
危
機
も
温
暖
化
問
題
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
制
度
や
ル
ー
ル
づ
く
り
と
と
も
に
ロ
ー
カ
ル
で
の
取
り
組

み
が
大
事
と
い
う
指
摘
―
―
そ
こ
で
「
ル
ポ
」
で
は
、
淡
路
島
、
奈
良
、

京
都
、
東
大
阪
を
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
技
術
蓄

積
を
生
か
し
た
取
り
組
み
、
い
わ
ば
「
関
西
の
底
力
」
を
探
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行
」
で
は
、
東
嶋
和
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
沖

縄
・
宮
古
島
ま
で
足
を
延
ば
し
、
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
取
材
。
ち
ょ
う
ど
収

穫
期
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
を
起
点
に
、
製
糖
工
場
、
糖
蜜
か
ら
つ
く
る
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
工
程
、
そ
の
廃
棄
物
を
堆
肥
に
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
へ
の
水
の
供
給
に
欠
か
せ
な

い
地
下
ダ
ム
を
巡
り
、
環
と
な
っ
て
回
る
、
循
環
型
社
会
の
原
型
を
見

た
気
が
し
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
危
機
の
な
か
で
、
浮
き
足
立
つ
こ
と
な
く
、
地
に
足
を
つ

け
て
行
動
す
る
こ
と
が
次
代
を
拓
く
―
―
巡
り
来
た
春
に
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
願
い
、『
躍
』
春
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

ガ
リ
レ
オ
の
発
見
を
追
体
験
す
る
に

は
、
ま
さ
に
絶
好
の
年
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
来
年
、
二
〇
一
〇
年

は
、
明
石
市
に
子
午
線
標
識
が
立
っ

て
ち
ょ
う
ど
百
年
。
同
時
に
天
文
科

学
館
の
開
館
五
十
周
年
に
も
あ
た
る

た
め
、
こ
の
記
念
す
べ
き
二
年
を
祝

お
う
と
、
明
石
で
は
今
年
か
ら
観
測

会
や
「
星
☆
カ
フ
ェ
」（
食
事
を
し

な
が
ら
天
文
に
つ
い
て
語
る
会
）
な

い
の
う
え　

た
け
し

明
石
市
立
天
文
科
学
館
学
芸
員

一
九
六
九
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
。九
七
年
よ
り
現
職
。

同
年
発
見
さ
れ
た
小
惑
星
１
０
６
１
６
は
、
国

際
天
文
学
連
合
に
よ
りinouetakeshi

と
命

名
。
世
界
天
文
年
の
日
本
委
員
会
企
画
委

員
と
し
て
、「
ガ
リ
レ
オ
の
望
遠
鏡
の
精
密
復

元
」
「
め
ざ
せ一
千
万
人
！ 

み
ん
な
で
星
を
見

よ
う
！
」
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
担
当
。

http://w
w
w
.astronom

y2009.jp/
http://w

w
w
.am
12.jp/

http://hom
epage3.nifty.com

/tohori/

四
年
半
に
一
度
、
真
横
か
ら
見
る
位

置
に
来
る
と
、
環
が
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。
実
は
ガ
リ
レ
オ
も

こ
の
現
象
を
目
に
し
、「
土
星
の
耳

が
消
え
た
！
」
と
驚
い
て
い
る
。
さ

ら
に
今
年
は
十
二
年
ぶ
り
に
木
星
と

海
王
星
が
大
接
近
し
、
望
遠
鏡
で
同

一
視
野
で
捉
え
ら
れ
る
日
が
三
日
も

あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
ガ
リ
レ
オ
が

一
六
一
二
年
に
偶
然
観
測
し
て
い
る
。

環が消えた土星。
小さな点は土星の
衛星
ⓒ NASA

国立天文台天文情報センター製作の図に情報を追加


